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年会企画委員会・年会実行委員会 

 

１．日程：2019年8月23日（金）～ 25日（日）（3日間を予定） 

 

２．会場：宇都宮大学 峰キャンパス  

    （〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町 350） 

     https://www.utsunomiya-u.ac.jp/outline/map/access.php 

  ※同じ宇都宮市内に、陽東キャンパスもありますので、ご注意ください． 

  ※懇親会（24 日（土）夕方）は，大学内の生協食堂で行います． 

 

３．主催：一般社団法人日本科学教育学会 

 

４．後援（予定）：文部科学省，栃木県教育委員会，宇都宮市教育委員会， 

国立大学法人宇都宮大学 

 

５．スケジュール概要（予定）※プログラム編成により変更になる場合があります． 

23 日（金）午前：研究発表 

午後：研究発表 

24 日（土）午前：研究発表，招待講演（科学教育研究セミナー） 

午後：代議員総会，基調講演，シンポジウム，懇親会 

25 日（日）午前：研究発表 

※この他，各委員会による企画，理事会，顧問・理事・支部長・代議員合同会議，各委員会の会合等

があります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 43 回年会 開催案内（第５次） 

年 会 

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/outline/map/access.php


－ 3 － 

６．タイムテーブル 

 

 

 

  

8:30 受付 受付 8:30
8:45 8:30〜 8:30〜 8:45
9:00 インタラクティブ 一般発表／ 受付 9:00
9:15 セッション 課題研究 9:00〜 9:15
9:30 課題研究 一般発表 9:00〜11:00 9:00〜11:00 課題研究 一般発表 9:30
9:45 9:30〜11:30 9:30〜11:30 9:30〜11:30 9:30〜11:30 9:45
10:00 10:00
10:15 10:15
10:30 10:30
10:45 10:45
11:00 11:00
11:15 招待講演（科学教育研究セミナー）1 11:15
11:30 昼食・各種委員会 11:15〜11:45 昼食・各種委員会 11:30
11:45 11:30〜13:00 11:30〜13:00 国際交流委員会主催 11:45
12:00 招待講演（科学教育研究セミナー）2 国際ランチョン 12:00
12:15 12:00〜12:30 ミーティング 12:15
12:30 昼食・各種委員会 11:45〜12:45 12:30
12:45 12:30〜13:45 12:45
13:00 課題研究 一般発表 年会実行委員会・ 13:00
13:15 13:00〜15:00 13:00〜15:00 年会企画委員会合同会議 13:15
13:30 13:00〜14:30 13:30
13:45 総会・表彰 13:45
14:00 13:45〜15:15 14:00
14:15 14:15
14:30 14:30
14:45 14:45
15:00 15:00
15:15 理事会 若手活性化 15:15
15:30 15:15〜17:15 委員会主催 基調講演 15:30
15:45 チュートリアル 15:30〜16:30 15:45
16:00 15:15〜17:15 16:00
16:15 16:15
16:30 16:30
16:45 シンポジウム 16:45
17:00 16:45〜18:15 17:00
17:15 17:15
17:30 顧問・理事・ 17:30
17:45 代議員合同会議 17:45
18:00 17:30〜19:30 若手活性化 18:00
18:15 委員会主催 18:15
18:30 スタートパーティ 懇親会 18:30
18:45 18:00〜20:00 18:30〜20:30 18:45
19:00 19:00
19:15 19:15
19:30 19:30
19:45 19:45
20:00 20:00
20:15 20:15
20:30 20:30

8月23日（金） 8月24日（土） 8月25日（日）
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７．内容：次の内容を予定しています 

（1）招待講演（科学教育研究セミナー）１ 

2018 年度学術賞受賞 

磯崎哲夫氏（広島大学大学院） 

 「科学教育の原理的研究におけるアプローチの再構築とその展開」 

 

（2）招待講演（科学教育研究セミナー）2 

2018 年度学術賞受賞 

隅田 学氏（愛媛大学） 

 「科学才能教育研究の開拓と国際学術協働の先導」 

 

（3）基調講演 

小川正賢氏（神戸大学名誉教授） 

「『科学教育研究』に求められる研究戦略とは―『科学教育の文化研究』の経験から」 

 

（4）シンポジウム 

「科学教育とジェンダー平等 —SDGs 4 & 5 の実現を目指して—」 

コーディネータ：坂本美紀氏（神戸大学） 

登壇者：森永康子氏（広島大学） 

    井上 敦氏（NIRA 総合研究開発機構） 

    稲田結美氏（日本体育大学） 

 

（5）課題研究発表 

① 科学教育の学力論における，内容・活動に固有な非認知的スキルの評価 

オーガナイザー：宮﨑樹夫（信州大学） 

概要：労働経済学では社会的生産性向上の要因として非認知的スキル育成の重要性が指摘されている． 

我が国の教育では認知的スキルと非認知的スキルをバランスよく育成することが意図されているも

のの，現状では認知的スキル偏重の傾向が否めない．この学力観を変革するため，教育の内容・活

動で育成される非認知的スキルの評価法の開発が求められている．そこで，本研究は，科学教育の

内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法開発を目的とする．特に今回は，教師による評価の特

性及び科学教育の内容・活動による差異に焦点をあてる． 

＜登壇者＞  

 宮崎樹夫（信州大学） 

辻山洋介（千葉大学） 

佐々祐之（北海道教育大学札幌校） 

榎本哲士（白鴎大学） 

岩田耕司（福岡教育大学） 
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② 初等中等教育における批判的思考を志向した統計指導に向けて（２） 

オーガナイザー：柗元新一郎（静岡大学教育学部） 

概要：情報化社会の 21 世紀を生き抜くために，子ども達は統計的・確率的な資料を読み取って判断す 

るための重要な見方や考え方を身につけることが重要です．また，DeSeCo プロジェクトや ATC21S

プロジェクトの 21 世紀型スキルでは，批判的思考力の重要性を指摘しています．そこで，本課題研

究では，昨年度に引き続き，統計指導における児童・生徒の批判的思考の分析，日本の教科書分析，

国内外のカリキュラム等の動向を検討し，初等中等教育における批判的思考を志向した統計指導プ

ログラムのあり方を議論します． 

＜登壇者＞  

高山新悟（浜松市立雄踏小学校） 

藤原大樹（お茶の水女子大学附属中学校） 

冨田真永（静岡県立静岡西高等学校） 

柗元新一郎（静岡大学） 

 

③ コンピューティング教育を充実させるための小学校段階の教科等構成の在り方－東京都小金井市立

前原小学校と茨城県つくば市プログラミング学習の先導的実践事例から－ 

オーガナイザー：山崎貞登（上越教育大学自然・生活教育学系（技術）） 

概要：松田氏は，前原小のプログラミング授業体系と実践事例について，全学年を一貫した IchigoJam 

による Basic プログラミング，フィジカルコンピューティング，STEAM 教育及びロボティックスを

包含した STREAM 教育実践の紹介と，約 10 年後の小学校の教科等の構成の在り方について提案す

る．二宮氏は小学校算数科の立場から，久保田氏は小学校理科の立場から，つくば市プログラミン

グ学習の手引きの紹介及び，算数と理科の教科内容・方法と，コンピューティング能力との関係に

ついて提案する． 

＜登壇者＞  

山崎貞登（上越教育大学自然・生活学系（技術）） 

松田 孝（合同会社 MAZDA Incredible Lab） 

二宮裕之（埼玉大学教育学部） 

久保田善彦（玉川大学大学院教育学研究科） 

 

④ 批判的思考力の育成におけるモデル・モデリングを核とした学習指導の貢献―数学教育と理科教育

の事例から― 

オーガナイザー：川上 貴（宇都宮大学）・服部裕一郎（高知大学） 

概要: 前回の課題研究に引き続き，モデル・モデリングを核とした学習指導の存在意義を汎用的能力 

の育成の観点から考究する．特に本課題研究では，科学教育全般において脚光を浴びている「批判

的思考力」に焦点を当て，「どのような批判的思考力がモデル・モデリングに関する学習過程のどこ

で，どのように発揮されるのか」，また「そうした発揮の様相において教科間の異同はあるのか」な

どについて，算数・数学と理科における実践事例に基づいて議論する． 

＜登壇者＞  

川上 貴（宇都宮大学） 

服部裕一郎（高知大学） 
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滝田和徳（那須烏山市立烏山中学校） 

水野高宏（鹿沼市立南押原中学校） 

島田 功（日本体育大学大学院教育学研究科） 

雲財 寛（日本体育大学大学院教育学研究科） 

 

⑤ STEM 系教員及び教師教育者のための教師教育に関する研究 

オーガナイザー：磯﨑哲夫（広島大学大学院教育学研究科） 

概要：STEM 系の教員に必要とされる資質・能力やその教員を養成する教師教育者にとって必要な資

質・能力に関して，本課題研究では，理科教育における外国の事例，大学院における取り組みの事

例，数学教育や技術教育の教員養系大学院の実態等について紹介するとともに，STEM 系の教師と

してどのように成長し，それを STEM 系（数学，理科，技術）の教師教育者がどのように養成しま

た支援していくかについて，議論を深めたいと思います． 

＜登壇者＞  

高橋一将（北海道教育大学旭川校） 

西村圭一（東京学芸大学大学院教育学研究科） 

大谷 忠（東京学芸大学大学院教育学研究科） 

網本貴一（広島大学大学院教育学研究科） 

吉冨健一（広島大学大学院教育学研究科） 

 

⑥ 地域の理科・算数・数学教育を支える中核教員養成とその支援とは 

オーガナイザー：淺原雅浩（福井大学） 

概要：この１０年間，「地域の核となる理科教員（コア・サイエンス・ティーチャー：CST）」の養成

とその支援及び活動に関する実証的研究を行ってきた福井・神奈川・高知の事例を総括し，それぞ

れが独立に進めてきた CST 養成・支援・活動の今後について検討する．更に，本取組みを生かしつ

つ，教科及び地域特性に合わせた「地域の核となる算数・数学教員（CMT）」養成プログラム開発に

ついて，その必要性や地域特性の違いなども含め議論を深める． 

＜登壇者＞  

津野 宏（横浜国立大学） 

淺原雅浩（福井大学） 

蒲生啓司（高知大学） 

風間寛司（福井大学大学院） 

伊禮三之（仁愛大学） 

＜指定討論者＞ 

小倉 康（埼玉大学） 

 

⑦ 岩波科学教育映画による理科授業実践とその省察：科学教育における映像メディアの可能性の検討 

オーガナイザー：吉岡有文（立正大学） 

概要：学校教育における映像メディアは，幻灯，映画等から始まり，TV の学校放送，VTR を経て， 

DVD，BD，PC 上の映像，web 上のコンテンツ（「クリップ」），そして，デジタル教科書 の動画

へと変化し多様化している．理科授業において，映像メディアはどのように捉えられるべきか．本
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課題研究は，現在も高く評価されている岩波科学教育映画による授業実践とその省察を通して科

学教育における映像メディアの可能性を検討する． 

＜登壇者＞  

吉岡有文（立正大学） 

長谷川智子（足立区立花保中学校） 

櫻井順子（埼玉平成高等学校） 

奥 律枝（練馬区立豊玉南小学校） 

＜指定討論者＞ 

福田 恵（東京農業大学） 

 

⑧ 主体的・対話的で深い学び」時代の統計教育の具体化について（２） 

オーガナイザー：西仲則博（近畿大学教職教育部） 

概要：小学校，中学校では教育課程の編成に当たっての移行措置が施され，新しい指導要領の内容が 

学習されるようになっている．そのような中で，主体的・対話的で深い学びを見据えた，より実践

的な研究が必要であると考える．特に，統計教育を充実させるためのカリキュラムマネジメント，

その支援策（教材開発，ICT の利活用，教師教育），生徒主体の活動を取り入れた授業における評価

等の問題について，研究者，実践者が議論を行う． 

＜登壇者＞  

大谷洋貴（日本女子大学） 

青山和裕（愛知教育大学） 

藤井良宜（宮崎大学） 

小口祐一（茨城大学） 

西仲則博（近畿大学） 

  

⑨ 中等教育化学における資質・能力育成を志向する文脈を基盤としたカリキュラムの開発 

オーガナイザー：寺田光宏（岐阜聖徳学園大学教育学部） 

概要：本研究は中等教育化学における資質・能力育成を志向し文脈を基盤としたカリキュラム開発と 

評価を目的とする．本グループが明らかにした中等教育化学における基本概念ごとに獲得すべき資

質・能力を設定した．また，これらの資質・能力を埋め込む文脈は学習者とその学習対象との関係

性を明確にするレリバンスを重視した． 

＜登壇者＞  

今井 泉（東邦大学） 

遠藤優介（筑波大学） 

吉岡亮衛（国立教育政策研究所） 

後藤顕一（東洋大学） 

寺田光宏（岐阜聖徳学園大学） 
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⑩ 科学・技術に関わる教育の連携・協働－最新の STEM 教育研究からの検討－ 

オーガナイザー：谷田親彦（広島大学），大谷忠（東京学芸大学），磯部征尊（愛知教育大学） 

概要：本課題研究では，技術教育と理数教育の連携・協働の在り方に関するこれまでの課題研究の議 

論をさらに発展させるため，最新の STEM 教育に関わる研究を踏まえて検討を行う．具体的には，

諸外国における STEM 教育の理念や位置づけ，学校教育などにおける STEM 教育実践の実際からの

知見を踏まえ，科学・技術に関わる教育の連携・協働について議論を深めることを試みる． 

＜登壇者＞  

谷田親彦（広島大学） 

内ノ倉真吾（鹿児島大学） 

  北澤 武（東京学芸大学） 

 川越至桜（東京大学） 

 木村優里（東京学芸大こども未来研究所） 

 

⑪ 科学系博物館におけるユニバーサルデザイン手法の開発 

オーガナイザー：稲垣成哲（神戸大学大学院） 

概要：本研究の目的は，科学系博物館における感覚障害者向けの学習保障ガイドラインの体系化とそ 

の展示技法の開発，さらに具体例としての学習保障実践モデルの提案を行うことである．周知のよ

うに，H28 年 4 月(2016)より「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が施行され，各

方面における社会的障壁の除去・軽減は，必要かつ喫緊の問題として社会全体で認識されることと

なった．しかしながら，科学系博物館等における感覚障害関連の障壁の除去・軽減は僅かな事例を

除いて，ほとんど手つかずの状況であり，その克服のための研究知見，さらには学習支援への知見

も蓄積が乏しいといわざるを得ない．そこで本課題研究では，情報デザイン・知能機械工学・福祉

工学などの分野と連携しながら，本プロジェクトチームが取り組んできた研究の予備的な知見を提

示し，参加者からのレビューを得るものとする． 

＜登壇者＞  

岩崎誠司（国立科学博物館） 

島絵里子（大阪市立自然史博物館） 

小宮直己（東京理科大学 院生） 

加藤伸子（筑波技術大学） 

生田目美紀（筑波技術大学） 

楠 房子（多摩美術大学） 

＜指定討論者＞ 

 毛利勝廣（名古屋市科学館） 

  

⑫ 中学校数学科における「割合」の活用力育成をめざした指導の意義と可能性 

オーガナイザー：熊倉啓之（静岡大学） 

概要：60 年以上も前から課題があると指摘されている算数科の指導内容である「割合」の活用力に焦 

点を当て，中学生・高校生を対象に調査を実施して実態を明らかにした．その結果を踏まえ，特に

中学校数学科での割合指導の意義と可能性を追究することを目的とする．そのために，中学・高校

で割合を指導している海外の教科書分析，割合の活用力育成をめざした中学校での実践等について
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発表し，望ましい割合指導の在り方について議論する． 

＜登壇者＞  

熊倉啓之（静岡大学） 

神原一之（武庫川女子大学） 

和田勇樹（静岡県立清水南高校中等部） 

沢田佳史（掛川市立大浜中学校） 

  

⑬ 中等教育を一貫する論証能力の形成に関する文化論的・人間学的研究：証明のフォーマットに焦点

を当てて  

オーガナイザー：溝口達也（鳥取大学） 

概要：本課題研究は，「証明のフォーマット proof format [PF]」を視点として，国内外の数学的証明の  

指導と学習について，その特徴を解明することを通して，今日の我が国における論証指導・カリキュ

ラムの改善への示唆を導出することを目的とする．とりわけ，PF のタイプ，領域や内容による異同，

歴史的・比較文化的視点からの特徴付け，等に焦点を当て，教授学的に明示化されていたり暗黙理

であったりする事柄や仕組みに理論的，実証的にアプローチする． 

＜登壇者＞  

溝口達也（鳥取大学） 

阿部好貴（新潟大学） 

袴田綾斗（高知大学） 

真野祐輔（大阪教育大学） 

宮川 健（早稲田大学） 

＜指定討論者＞ 

濱中裕明（兵庫教育大学） 

  

⑭ 「理数教育の充実」にむけて，理科と数学の関連はどうあるべきか？ Ⅵ 

オーガナイザー：安藤秀俊（北海道教育大学） 

概要：来年から小学校で次期学習指導要領が全面実施となるが，3 年後には高等学校において，「理数 

探究」という選択科目の導入が開始される．「理数教育の充実」は，わが国の科学技術の土台として

極めて重要であるが，理科と数学の教科横断的な関連性についての議論は熟していない．本セッショ

ンでは，理科と数学の教育研究者，学校現場の教師，大学院生など，幅広い視点から理科と数学の

在り方について議論を深める． 

＜登壇者＞  

 大町圭司（北海道教育大学大学院）  

橋本美彦（中部大学） 

久保良宏（北海道教育大学旭川校）  

金児正史（鳴門教育大学） 

高須雄一（聖マリアンナ医科大学） 

高阪将人（福井大学） 
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⑮ 数学教育におけるテクノロジー活用の将来像の考察１０ 

オーガナイザー：飯島康之（愛知教育大学） 

概要：本課題研究は，昨年度まで９年間続いた課題研究を引き継ぎ，テクノロジーの数学教育におけ 

る利用の可能性について追究する．ソフトウェアの機能的向上が目覚しい一方，学習者の利用状況

を把握した上で教授方略にどう活用するかという道筋ついては，各方面で模索が続いているのが実

情である．本課題研究では，テクノロジーを活用した学習者の活動状況をどのようにして把握する

か，把握された情報を学習者への足場掛けや自主学習コンテンツの設計などにどう反映したらよい

か，といった点につき，少しでも知見を深められるような議論を行いたい．反転学習の考え方を取

り入れ，ウェブにアップロードされた発表原稿を参加者が予め読んできて頂き，それに基づいて日

頃抱いている研究上の悩みを発表者に投げかけて頂くなど，議論に多くの時間を割きたいと考えて

いる． 

＜登壇者＞  

飯島康之（愛知教育大学） 

大西俊弘（龍谷大学） 

濱口直樹（長野工業高等専門学校） 

金森千春（芝浦工業大学附属中学高等学校） 

古宇田大介（芝浦工業大学附属柏中学高等学校） 

野田健夫（東邦大学） 

 

⑯ ジェンダーの視座による数学教育 

オーガナイザー：瀬沼花子（玉川大学教育学部） 

概要：ジェンダーの視座に立ち，戦前の高等女学校数学教科書の問題の現実場面とのかかわりや具体 

的な文脈，近年の諸外国の数学教育の研究の動向とわが国への示唆，現行数学教科書の問題の具体

的な文脈，モデル化過程における男女差の様相など，総合的に数学教育を展望する．戦前の数学教

科書に詳しい佐賀大学名誉教授・國次先生，「数学的文化化」「日本の算数・数学教育に学べ」等翻

訳のある秋田大学名誉教授・湊先生，理科教育における女子の学習促進を研究している稲田先生が

指定討論者である． 

＜登壇者＞  

瀬沼花子（玉川大学） 

日野圭子（宇都宮大学） 

木村百合子（筑波大学（大学院生）） 

加藤久恵（兵庫教育大学） 

平林真伊（山形大学） 

＜指定討論者＞ 

國次太郎（佐賀大学（名誉教授）） 

湊 三郎（秋田大学（名誉教授）） 

稲田結美（日本体育大学） 
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⑰ CBT(Computer-Based Testing)の開発と検討 

オーガナイザー：安野史子（国立教育政策研究所） 

概要：高大接続段階における CBT(Computer-Based Testing)の議論がなされているが，CBT における特 

性を生かした教科・科目ベースの問題がどのようであるべきか，またそれによってどのようなこと

が評価できるのかについて議論していくことは極めて重要なことである．そこで本課題研究は，試

作事例・実践事例の報告を行う． 

＜登壇者＞  

高橋 聡（椙山女学園大学） 

右近修治（東京都市大学） 

柳澤秀樹（筑波大学附属高等学校） 

北野賢一（大阪府教育庁教育振興室） 

安野史子（国立教育政策研究所） 

安田淳一郎（山形大学） 

  

⑱ STEM 教育における領域横断的概念の検討とカリキュラムへの埋め込み 

オーガナイザー：齊藤智樹（順天堂大学） 

概要：STEM 教育においては，高等学校までのカリキュラムになかったＥ（エンジニアリング）を S

（科 学）と同等に強調するにあたり，Ｅをカリキュラムに導入したり，その概念をカリキュラム

上に配置したりする案が検討されてきた．Next Generation Science Standards は，Ｓのスタンダードに

エンジニアリングを導入する一方で，領域横断的概念が，領域ごとの学習内容に紐づけられるよう

に配置されている．この課題研究では，領域横断的な学習の結節点として，これら概念の授業や教

科，カリキュラムへの埋め込みについて検討する． 

＜登壇者＞  

齊藤智樹（順天堂大学） 

辻 宏子（明治学院大学） 

森健一郎（北海道教育大学） 

＜指定討論者＞ 

松原憲治（国立教育政策研究所） 

 

⑲ ジェンダー・地域格差に配慮した STEAM 才能教育カリキュラムに関する学際的研究（３） 

－地域特性に応じた科学才能教育と企業等との連携による加速化・継続化－ 

オーガナイザー：隅田学（愛媛大学） 

概要：本研究は，全ての子どもたちの能力を伸ばし可能性を開花させるための科学教育の質的・シス 

テム的転換を目指し，特に地域格差やジェンダーに配慮した科学才能教育カリキュラムを，学際的

連携により，検討していくことを目的とする．本課題研究では，北海道，沖縄地域を中心に行われ

ているグローバルサイエンスキャンパスやジュニアドクタープログラム，都市部で行われる特別STEM

プログラム，それぞれの成果と課題について具体例を踏まえて発表する．加えて，一般社団法人Glocal 

Academy による高校生国際シンポジウムの取り組み，Unilab Foundation による産官学連携の国家的

な STEM 教育推進の取り組みについて発表し，本テーマについて議論を深める． 
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＜登壇者＞  

隅田 学（愛媛大学教育学部） 

鈴木 誠（北海道大学高等教育推進機構） 

福本晃造（琉球大学教育学部） 

大島まり（東京大学大学院情報学環） 

岡本尚也（Glocal Academy） 

Lilibeth C. Aristorenas（Unilab Foundation） 

＜指定討論者＞ 

中山 迅（宮崎大学） 

  

※課題研究発表上の注意  

・課題研究発表の発表形式や時間配分については，オーガナイザーに一任しておりますので，オーガナ

イザーの指示に従ってください． 

 ・オーガナイザーの方は，所定の時間（２時間）内に研究発表と討論がバランスよく行えるように時間

を調整してください． 

 ★課題研究発表の原稿提出は 6 月 12 日（水）で締め切りました． 

 

（6）一般研究発表 

例年通り，口頭発表の形式で，次のセッションの研究発表の場を設定します． 

科学教育論 

科学教育政策 

国際比較・国際貢献（国際支援） 

高等科学教育 

科学教育課程 

科学認識 

科学的学力・能力 

科学教育各論 

教育実践・科学授業開発 

教育方法と評価 

教材開発 

IT・メディア利用の科学教育システム 

科学教育連携システム 

科学教育人材養成 

科学教育の現代的課題 

※一般研究発表上の注意 

・１件の発表持ち時間は 20 分（発表 15 分，質疑 5 分）です．１鈴 13 分（発表残り２分），２鈴 15 分

（発表終了），３鈴 20 分（質疑・討論終了）でお知らせする予定です．プログラムの進行上，持ち時

間をお守りください． 

・質疑の際には，ご所属とお名前もお知らせください．また，多くの方が質疑できるようにご配慮くだ

さい． 

・その他，進行全般については，座長（各セッションに２名ずつの予定）の指示に従ってください． 

★一般研究発表の発表申込・原稿提出は 6 月 12 日（水）で締め切りました． 

  

（7）インタラクティブセッション 

例年通り，ポスター発表もしくは実演紹介の形態で，研究内容についてインタラクティブにじっくり

と語り合う場を設定します． 
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※インタラクティブセッション発表上の注意 

• パネルのサイズは幅約 90cm，高さ約 160cm です．ポスターはこの大きさに入るサイズでお願いしま

す． 

• 準備作業は，24 日（土）の 8:00～9:00 の間に行ってください．11:00 の終了時から 12:00 までに撤収

を完了してください．翌日の会場準備の関係から，13:00 以降に残されている掲示物や物品等は処分

する場合があります． 

• 貼付用のピン（１ブースあたり 10 本程度）と養生テープは，こちらで用意します． 

• 有線・無線とも，インターネットにアクセスする環境の用意はありません．必要な場合は，WiFi ルー

タ等を各自でご持参ください．なお，宇都宮大学は「eduroam JP」に参加していません． 

• AC 電源（100V）希望の場合は，発表申込・論文集原稿登録時に，備考欄にその旨ご記入ください．

記入がある場合のみ，電源コンセントに近いブースを用意します． 

• 発表時間（２時間）中は，参会者の質問等に応じる機会を持つようにしてください． 

★インタラクティブセッションの発表申込・原稿提出は6月12日（水）で締め切りました． 

 

 

８．発表および参加について 

（1）発表会場の機材について 

・すべての発表会場に，液晶プロジェクタとスクリーンが設置されています． 

・発表者用のパソコンやタブレット端末等の用意はありません．各自でご持参ください． 

 ※ソフトウェア（Word，PowerPoint，Acrobat等）のバージョンやOSにより，表示がずれる場合があ

りますので，年会実行委員会では用意しませんことをご了解ください． 

・発表教室の入力ケーブルは，アナログVGA仕様（D-SUB15ピン）です． 

※HDMI出力端子しかないパソコンをご使用の方や，Mac（iPadを含む），Microsoft Surface，ミニノー

ト，タブレット端末等を使って発表する方は，VGA用ディスプレイアダプタや変換ケーブル等を必

要に応じてご持参ください．発表会場にアダプタや変換ケーブルの用意はありません． 

・発表者は，当該セッション開始前までに，各自で使用機器の接続などについて事前チェックしてく

ださい．準備時間も発表時間に含まれます． 

・音声を出力する場合は，スピーカーを各自でご持参ください． 

・有線・無線とも，インターネットにアクセスする環境の用意はありません．必要な場合は，WiFi

ルータ等を各自でご持参ください．なお，宇都宮大学は「eduroam JP」に参加していません． 

・ビデオを再生する方は，ご持参のコンピュータの内蔵ドライブ等をご使用ください． 

 

（2）配付資料について 

・配付資料がある方は，各自で印刷・コピーしてご持参ください．年会実行委員会では印刷・コピー

はいたしません．配付資料は発表開始までに発表会場の入口付近に置くか発表者自身で配布してく

ださい．会場係員による配布は行いません． 

 

（3）昼食・飲料について 

・宇都宮大学の生協食堂は 23 日（金）11：30～13：30 のみ営業しております． 

・宇都宮大学峰キャンパス内にはコンビニエンスストアがあります．また，周辺には飲食店が幾つかあ
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りますが，特に土日は休業日の店が多いため，弁当の事前予約をお勧めします．お茶付き・消費税込

で 1080 円です．なお，弁当は事前予約のみです（当日の申込はしない予定です）． 

・昼食場所は，各発表会場となります．生協食堂（大学会館）は23日（金）11：30～13：30のみ使用

できます． 

・キャンパス内の飲料の自動販売機は常時利用可能です． 

 

（4）会場について 

・昼食や飲料のゴミは，ゴミ箱へお願いします．分別回収へのご協力をお願いいたします．ペットボ

トルは，ラベルをはがしてから，ペットボトル用回収箱に入れてください． 

・宇都宮大学の構内は，全面禁煙となっています． 

・クローク（大きな荷物の一時預かり）を設置する予定ですが，盗難・紛失及び破損等の責任は負い

かねますので，ホテルでの一時預かりや宇都宮駅のロッカー（コイン式，Suica式）をなるべくご利

用ください． 

・大学構内の駐車場の利用は可能ですが，駐車可能台数に限りがありますので，できるだけ公共交通

機関をご利用ください．また，近隣施設への駐車や路上駐車等の迷惑行為はおやめください． 

 

（5）その他 

・年会参加中は，受付でお渡しする名札を身につけてください． 

・年会期間中，学会事務局のデスク等は設置されません．入会申込や年会費納入については，学会事

務局にお問い合わせください．年会実行委員会では対応できません． 

 

 

９．各委員会等による企画 

（1）若手活性化委員会 

・23日（金）の午後から夜にかけて，チュートリアル，スタートパーティを計画中です． 詳細は，本号『科

学教育研究レター』の「若手活性化委員会だより」をご覧ください． 

 

（2）国際交流委員会 

・25日（日）の昼に，国際ランチョン・ミーティングを計画中です．国際学会や国際共同研究に興味のある

方の情報交換・交流の場となるようプログラムを準備中です． 

 

 

１０．年会論文集USBメモリの廃止について 

・第43回年会（宇都宮大会）から論文集PDFが収められたUSBメモリの配布を廃止しますのでご注意

下さい．要旨集（紙媒体）の配布は，これまで通り継続する予定です． 

・論文集PDFの事前ダウンロードについては，従来通り，事前参加申込者にパスワードを通知致します． 

・論文集PDFの年会当日ダウンロードについては，参加受付時に，パスワードとダウンロード方法を明

記した用紙を配布し，個人所有のモバイルWiFiルーター等を介してインターネット上で行えるように

する予定です（会場校には，フリーでアクセスできるインターネット環境はございませんのでご注意

下さい）．また年会当日，論文集PDFコピー用のUSBメモリを用意しておく予定です． 



－ 15 － 

 

１１．年会論文集と年会要旨集について 

・参加費には，年会論文要旨集（冊子体）1 冊，年会論文集ダウンロード案内が含まれています．受付

でお渡しします． 

・「年会論文集」のデータには，PDF 形式の年会論文集が収録（保存）されています．紙媒体での印刷・

配布は行いません．お手持ちのノートパソコンやタブレット端末等でご参照ください．なお，発表会

場には充電用電源は確保されていませんので，フル充電してからお持ちください． 

・「年会論文要旨集」（冊子体）には，会場図，プログラム，各論文の要旨等が掲載されています．ただ

し，個々の研究論文は掲載されていません． 

・事前参加申込完了の方（事前参加申込期限までに参加申込して，かつ，参加費等事前振込（送金）期

限までに送金された方）には，年会論文集（PDF ファイル）の入手方法をご案内する予定です．年会

初日の約１週間前を目安に，事前参加申込時のメールアドレス宛に，ダウンロード用 Web サイトの

URL とパスワードをお知らせいたします．事前に年会論文集をお読み頂くことで，年会での議論が活

性化することを期待しています． 

 

１２．参加費 

・Web 参加申込期日：2019 年 5 月 7 日（火）〜7 月 10 日（水） 

※発表申込・原稿提出に加えて，Web 上（https://conv.toptour.co.jp/shop/evt/udaiJSSE/）からの参加申込も

お願いします． 

発表申込だけですと，参加申込が行われていない状態となってしまいますのでご注意ください． 

・参加費等事前振込（送金）期限：7 月 31 日（水） 

・申込先：年会 Web サイトの参加申込用リンク（東武トップツアーズ（株）が管理）からお申し込みく

ださい． 

参加費・懇親会費一覧表 

参加費 事前（7 月 10 日まで） 7 月 11 日以降申込及び当日 

一般会員 ¥5,000 ¥7,000 

学生会員 ¥3,000 ¥4,000 

一般非会員 ¥7,000 ¥9,000 

学生非会員 ¥4,000 ¥5,000 

懇親会費 事前（7 月 10 日まで） 7 月 11 日以降申込及び当日 

一般会員 ¥4,500 ¥6,500 

学生会員 ¥2,500 ¥3,000 

一般非会員 ¥5,500 ¥6,500 

学生非会員 ¥2,500 ¥3,000 

※参加費には，年会論文要旨集（冊子体）1 冊，年会論文集ダウンロード案内が含まれています． 

※事前参加申し込みをされた方は，事前に年会論文集をダウンロードすることができます． 

※支払方法：年会 Web サイトに掲載の方法で送金してください．手数料はご負担ください． 

その際，大学名・会社名で送金される場合は，個人が特定されませんので，年会実行委員会事務局ま

https://conv.toptour.co.jp/shop/evt/udaiJSSE/
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でご一報ください． 

※事前申込期限（7 月 10 日）以降の申込および参加費等事前振込（送金）期限（7 月 31 日）以降の送金

の場合は，当日参加費・当日懇親会費の金額のお支払いになりますことをご了承ください． 

※申込後（参加費・懇親会費を送金後）のキャンセルの場合，理由の如何を問わず，返金はできかねま

すので予め承知願います．  

 

１３．懇親会 

 懇親会は，年会 Web サイトからの事前申込みです．  

・日時：8 月 24 日（土） 18:30〜20:30 

・会場：宇都宮大学 大学会館生協食堂 

・懇親会費：「参加費・懇親会費一覧表」をご参照ください． 

・申込先：参加申込みと合わせて，年会 Web サイトの参加申込み用リンクからお申し込みください． 

・支払方法：参加費と合わせて送金してください．その際，大学名・会社名で送金される場合は，個人

が特定されませんので，年会実行委員会事務局までご一報ください． 

・当日申込：余裕がある場合には当日申込も受け付ける場合もありますが，定員になり次第，締め切ら

せていただきますことをご了承ください． 

 

１４．宿泊と弁当の斡旋 

 上記「12.参加費」からの参加申込時・送金時に，東武トップツアーズ（株）を通して次の申込も可能

です． 

（１）宿泊：8 月 22 日（木）～25 日（日）の宇都宮駅周辺のホテルを申込可能です． 

（２）弁当：23 日（金）と 24 日（土）と 25 日（日）の弁当を申込可能です．【事前予約のみ】 

  

１５．台風や災害等で中止になった場合の対応 

会期中に台風・地震など災害が起こった際の中止等の対応につきましては，開催校である宇都宮大

学の規程等を準用して判断し，年会Webサイト等を通じてご案内致します．なお，台風・地震などの災

害による中止（途中中止を含む）の場合は，参加費・懇親会費の払い戻しは行いません．予めご了承

下さい．  

 

１６．連絡先 

日本科学教育学会第 43回年会実行委員会 E-mail：jsseutsunomiya43 [at mark] gmail.com 

 

１７．第 43 回年会実行委員会・年会企画委員会 

（１）年会実行委員会 

委員長 日野圭子（宇都宮大学） 

副委員長 人見久城（宇都宮大学） 

委 員 伊東明彦（宇都宮大学），川上 貴（宇都宮大学），川島芳昭（宇都宮大学），    

瓦井千尋（前宇都宮大学），久保田善彦（玉川大学），出口明子（宇都宮大学）， 

牧野智彦（宇都宮大学） 
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（２）年会企画委員会 

   委員長 林 敏浩（香川大学） 

副委員長 瀬戸崎典夫（長崎大学），向 平和（愛媛大学） 

幹事 加藤久恵（兵庫教育大学） 

担当理事 大谷 忠（東京学芸大学），山本智一（兵庫教育大学） 

委 員 川上 貴（宇都宮大学），川崎弘作（岡山大学）， 

木村優里（NPO 法人東京学芸大こども未来研究所），北島茂樹（明星大学）， 

島田和典（東京学芸大学），高井吾朗（愛知教育大学）， 

高橋一将（北海道教育大学），高橋 聡（関東学院大学），野添 生（宮崎大学），  

服部裕一郎（高知大学），日野圭子（宇都宮大学），谷塚光典（信州大学）， 

山田真子（長崎大学） 
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今後の開催計画 

開催支部 開催日 会場 

東海支部 2019年 6月 22日 愛知教育大学 

 

 研究会に関する最新情報は学会 Web ページに掲載しますので，ご確認ください． 

※右の QR コードより，学会 Web ページ（研究会案内）にアクセスできます． 

http://www.jsse.jp/jsse/modules/note7/ 

 

2018年度 第８回日本科学教育学会研究会（東海支部開催） 

［テーマ］探究的な学びを育む科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］2019 年 6 月 22 日（土） 10：00～14:20 

［会 場］愛知教育大学 自然科学棟・演習棟 

〒448-8542 愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢１ 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます．参加費は無

料です． 

［問い合わせ］2018 年度第 8 回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：大鹿 聖公  

〒448-8542 愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢１ 

愛知教育大学 理科教育講座 

Tel/Fax (0566-26-2362)  

E-mail：ohshika(atmark)auecc.aichi-edu.ac.jp（大鹿聖公） 

［発表申込］締め切りました． 

プログラム等の最新情報は，学会 Web ページをご確認ください． 

多数の方々のご参加をお待ちしております． 

日本科学教育学会 東海支部長 荻原 彰（三重大学） 

 

 

  

2018年度研究会開催のお知らせ 

支部・研究会だより 
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今年も年会３日目８月 25 日（日）の昼食時間に国際ランチョン・ミーティングを開催いたします．こ

の企画は，国際学会参加者や国際学会に興味がある人達が集まり，国際交流の意義やコツについて語り

合う企画です．今年は，「国際共同研究の始め方」をテーマとして，国際共同研究の実績のある，藤井浩

樹先生（岡山大学），山下修一先生（千葉大学）にご登壇いただき，国際共同研究の経験などについて情

報提供をしていただく予定です．また，参加者同士での情報交換やディスカッション等の交流もできる

ように予定しています． 

学会員の方，そうでない方，学生会員，外国人会員，学会参加者同士の交流を深めたい方など，様々

な学会参加者の方々が対象です．国際学会に参加してみたいけれど，なんとなく不安な方，国際学会に

参加したことがあり，これからも積極的に参加する予定の方など，国際学会参加経験は問いません．国

際学会や国際交流に興味のある方ならどなたでも大歓迎です．国際交流委員会より軽食と飲み物を用意

しますので，ぜひお気軽にご参加下さい！ 

□日時：年会３日目 ８月 25 日（日）11:45～12:45 

□場所：学会会場内（学会通信，年会 Web ページにてお知らせいたします） 

□参加費：無料（軽食と飲み物を提供しますが，持ち込みも歓迎します) 

□参加資格：どなたでもご参加いただけます． 

□参加申込：当日会場に直接お越しください． 

□企画運営：国際交流委員会，国際ランチョン・ミーティング実行委員会 

□協力：広報委員会，年会企画委員会，年会実行委員会 

□お問い合わせ：企画担当・越智（国立教育政策研究所） 

tky.och [at mark] icloud.com 

（国立教育政策研究所・越智拓也） 

 

  

年会での企画案内 

国際ランチョン・ミーティングのお知らせ 

国際交流委員会だより 
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2019 年 5 月 22 日，23 日，24 日にカナダ，ブリティッシュ・コロンビア州のバンクーバーにて，OECD 

the Future of Education and Skills 2030 事業(以下 E2030 事業)による第 9 回 Informal Working Group Meeting 

(以下 IWG)が開催された． 

IWG は「現在から 2030 年までの近い将来までに子どもたちに必要なコンピテンシー」の姿とその育

成方法などを検討する国際会議であり，2015 年から年 2 回開催されてきた．第 9 回の今回は BRITISH 

COLUMBIA (B.C.) EDUCATION CONFERENCE と並行開催され，22 日には共通プログラムも実施され

た．BC 州では先住民(Indigenous people)の文化，歴史がカリキュラムに取り入れられており，空港や会場

の装飾の様子からもそれを感じることができた． 

     

バンクーバー国際空港              IWG 一日目の会場 

 

E2030 事業の IWG の特徴としては，教育省関係者や研究者だけでなく，教師や高校生・大学生が参加

しているという点がある．今回も日本では，文科省，OECD 日本イノベーション教育ネットワーク，東

京大学，東京学芸大学，福井大学，日本体育大学，筑波大学，豊島岡女子学園高等学校，福井県立若狭

高等学校など様々な組織からの参加があった．筆者は第 4 回 IWG から連続 6 回目の参加となった（オ

ンラインでの参加を含めると 8 回目）． 

E2030 事業は 2015～2018 年のフェーズ 1 において「どのようなコンピテンシーが子どもたちに必要な

のか」という What の問いを国際的に検討してきており，参加国は 2015 年から徐々に拡大し，現在 36 ヶ

国を数えている．2019 年からはフェーズ 2 に移行し「どのようにコンピテンシーを育成するのか」とい

う How の問いを扱っていく予定である．それに関連し，第 9 回 IWG では会期 1 日目にフェーズ 1 の成

果としてラーニング・コンパス（The OECD Learning Compass 2030）というコンピテンシーの概念枠組み

が発表され，同時に関連文書・動画などが統合された E2030 事業の新 HP も公開された．ラーニング・

コンパスには，「生徒のエージェンシー」（Student agency），「変革を起こす力のあるコンピテンシー」

（Transformative competencies），見通し，行動，振り返りのサイクル(AAR Cycle)などの概念が組み込ま

れている． 

 

◆OECD The Future of Education and Skills 2030 事業 

http://www.oecd.org/education/2030-project/  

 

国際学会参加報告（58） 

- 9th Informal Working Group (IWG) Meeting of The Future of Education and Skills: 

 Education 2030 Project - 

http://www.oecd.org/education/2030-project/
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IWG 三日目の会場          OECD ラーニング・コンパス 2030 (出典 1) 

 

各国代表に対しては，国際的な枠組みに対して提案を行うとともに，自国のカリキュラムとの比較を

行い，国内外を往還した議論を行うことが求められている．日本からも様々な提案がこれまで E2030 事

業に対してなされており，その一部は E2030 事業の新 HP の中に組み込まれている．例えば，以下は東

京学芸大学から提供された授業実践映像である． 

 

◆国語：生徒エージェンシー(Student Agency)に関する映像 

（東京学芸大学附属竹早中学校 森顕子教諭（現副校長）実践） 

http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/  

◆理科：見通し，行動，振り返りのサイクル (AAR Cycle: Anticipation, Action and Reflection)に関する映像 

（東京学芸大学附属世田谷中学校 髙田太樹教諭実践） 

http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/aar-cycle/  

◆家庭科：変革を起こす力のあるコンピテンシー（Transformative competencies）の一つである，責任あ

る行動をとる力(Taking Responsibility)に関する映像 

（東京学芸大学附属国際中等教育学校 菊地英明教諭実践） 

http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/transformative-competencies/  

 

IWG の二日目では，「いま必要な教師像と教師コンピテンシー」や，「チェンジマネージメント」（カ

リキュラムのほか，教材，教員養成・研修など様々なものの移行）の二つについて議論された．今後，

これら二つは E2030 事業における 2019 年からのフェーズ 2 で大きなテーマとなっていくことが予想さ

れる．次回の第 10 回 IWG は，韓国で 2019 年 10 月 23 日，24 日，25 日に開催される予定である．開催

までに国内外の議論がさらに進展・深まるよう，筆者の所属する東京学芸大学 次世代教育研究推進機構

では，OECD との共同研究を軸に，関係機関と連携しながら検討を行っていく． 

 

◆東京学芸大学 次世代教育研究推進機構 

http://www.u-gakugei.ac.jp/~jisedai/ 

◆出典 1：OECD (2019) http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/learning-

compass-2030/in_brief_Learning_Compass.pdf  

 

（東京学芸大学 柄本健太郎） 

http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/
http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/aar-cycle/
http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/transformative-competencies/
http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/learning-compass-2030/in_brief_Learning_Compass.pdf
http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/learning-compass-2030/in_brief_Learning_Compass.pdf
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2019 年 

The Fifth International Workshop on"Defeasible and Ampliative Reasoning" (DARe) 

開催地：Philadelphia, USA 

期 間：2019 年 6 月 3 日-4 日 

https://sites.google.com/view/dare-19/  

 

World Conference on Robotics and Artificial Intelligence 

開催地：大阪，日本 

期 間：2019 年 6 月 10 日-12 日 

https://scientificfederation.com/wcrai-2019/ 

 

International Conference on Web Engineering 

開催地：Daejeon, South Korea 

期 間：2019 年 6 月 11 日-14 日 

http://icwe2019.webengineering.org/ 

 

International Evidence Based Library and Information Practice Conference 

開催地：Scotland, United Kingdom 

期 間：2019 年 6 月 15 日-19 日 

https://eblip10.org/Registration/tabid/7715/Default.aspx 

 

6th international conference on Smart Education and E-Learning (SEEL-19) 

開催地：St Julians, Malta 

期 間：2019 年 6 月 17 日-19 日 

http://seel-19.kesinternational.org/ 

 

World Conference on Educational Media and Technology (EdMedia) 

開催地：Amsterdam, Netherlands 

期 間：2019 年 6 月 24 日-28 日 

https://www.aace.org/conf/edmedia/ 

 

International Group for the Psychology of Mathematics Education (PME) 

開催地：Pretoria, South Africa 

期 間：2019 年 7 月 7 日-12 日 

https://www.up.ac.za/pme43 

 

 

国際学会開催情報 

https://sites.google.com/view/dare-19/
https://scientificfederation.com/wcrai-2019/
http://icwe2019.webengineering.org/
https://eblip10.org/Registration/tabid/7715/Default.aspx
http://seel-19.kesinternational.org/
https://www.aace.org/conf/edmedia/
https://www.up.ac.za/pme43
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Conference on ICT, Society and Human Beings 

開催地：Porto, Portugal 

期 間：2019 年 7 月 17 日-19 日 

http://ict-conf.org/ 

 

3rd International Conference on Education and Multimedia Technology (ICEMT 2019) 

開催地：名古屋，日本 

期 間：2019 年 7 月 17 日-19 日 

http://www.icemt.org/ 

 

International Conference on Natural Computation, Fuzzy Systems and Knowledge Discovery (ICNC-FSKD 2019) 

開催地：Kunming, China 

期 間：2019 年 7 月 20 日-22 日 

http://www.icnc-fskd.ynu.edu.cn 

 

ICASE World Conference on  Science and Technology Education  

開催地：Pattaya, Thailand  

期間：2019 年 12 月 2-6 日 

http://www.icaseonline.net/icase2019/ 

 

The 6th International STEM in Education Conference 

開催地：Vancouver, Canada  

期間：2020 年 7 月 9-11 日 

http://stem2020.ubc.ca/ 

  

http://ict-conf.org/
http://www.icemt.org/
http://www.icnc-fskd.ynu.edu.cn/
http://www.icaseonline.net/icase2019/
http://stem2020.ubc.ca/
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 若手活性化委員会では，年会 1日目 8/23（金）の午後に，若手会員を主たる対象とした企画を計画し

ています．今年は（1）チュートリアル（15:15 ～17:15），（2）スタートパーティー（18:00 ～ 20:00）

という 2種類の企画を開催します． 

 これらの企画への参加には，すべて事前申込が必要です．年会の参加申込とは独立した申込となって

いますので，年会の参加申込を済ませた後に，若手活性化委員会の企画への参加申込をして頂きますよ

うお願いいたします．申込方法を末尾に記載していますので，ご確認ください．参加申込の受付期間は，

6/1（土）～ 8/9（金）です． 

 また，当日の会場設営や受付等をご協力くださるボランティアを募集しています．ボランティアを希

望される方は，事前参加申込の際に必要事項をご記入の上，ご応募ください． 

 若手活性化委員会のメンバー一同，今回の年会の企画が充実したものになるよう努めてまいります．

多数の皆様のご参加をお待ちしています． 

 

１．企画内容 

(1)チュートリアル（15:15 ～17:15） 

 「はじめての『科学教育研究』」というテーマで行います．今回のチュートリアルでは，教育実践を対

象とした実態調査や開発検証を想定し，どのように文献をレビューするのか，どのように研究の問いを

立てるのか，といった「研究の目的の設定」に特化したレクチャーやグループワークを予定しています．

具体的には，実態調査や開発検証といった研究アプローチで『科学教育研究』への採録経験がある平林

真伊先生（山形大学），瀬戸崎典夫先生（長崎大学）をゲストスピーカーとしてお招きし，研究に着手し

たときのエピソードや苦労話について語ってもらいます．そして，ゲストスピーカーの生の声をもとに，

参加者のみなさんと知識や経験を共有し，「研究の目的の設定」にいたるまでの具体的な方法やその留意

点を，参加者のみなさんの「お土産」として持って帰っていただく予定です． 

 

(2)スタートパーティー（18:00 ～ 20:00） 

 若手研究者の交流の活性化を図る「スタートパーティー」を今年も開催します．会場は，海鮮料理が

楽しめる「海蔵 ＪＲ駅東口店」の予定です．定員に達した場合，申込を締め切らせていただきますので，

何卒ご了承ください． 

場所：海蔵 ＪＲ駅東口店 

   〒321-0953 栃木県宇都宮市東宿郷２丁目６−３ ２F 

会費：4000円（予定） 

内容：コース料理＋飲み放題 

定員：60名 

※今年はフィールドワークを予定しておりません．ご留意ください． 

 

第 43 回年会におけるチュートリアル・スタートパーティー予告（第３報） 

若手活性化委員会だより 
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２．ボランティア 

 運営にご協力くださるボランティアを若干名募集します．業務内容は，会場設営や受付等です．ボラ

ンティア参加者は，2019 年度 4 月 1 日時点で 40 歳未満の正会員および学生会員を原則とします．参加

の条件の詳細は「一般社団法人 日本科学教育学会 若手活性化委員会内規 第 2 条」をご参照ください．

ただし，非会員であっても，日本科学教育学会に入会する意思のある方については，運営ボランティア

の応募資格を認める場合があります．ボランティア参加者には，ボランティア活動参加証明書を若手活

性化委員長名で発行いたします． 

 

３．申込方法 

 2 種類の企画（チュートリアル，スタートパーティー）への参加には，年会の参加申込とは別に，す

べて事前に参加申込が必要です．事前申込は，Google フォームで行います．8/9（金）までに，下記の

「事前参加申込フォーム URL」より，必要事項の入力をお願いいたします．参加申込完了後に申込受付

メールが自動送信されますのでご確認ください． 

  

日本科学教育学会第 43回年会・若手活性化委員会企画 

（チュートリアル，スタートパーティー） 

・事前参加申込フォーム URL：https://forms.gle/vrEMRYpFKPN6j9Za9   

・申込受付期間：6/1（土）〜8/9（金） 

 

４．その他 

 若手活性化委員会 Facebookページやメーリングリストなどで，企画の詳細と参加申込のご案内を行い

ます．ご期待ください． 

 

〇若手活性化委員会 Facebook 

https://www.facebook.com/jssewakate/ 

 

〇JSSE 若手研究者メーリングリスト登録 URL 

https://goo.gl/tClQb4 

 

（日本体育大学・雲財 寛） 
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編集委員会では，下記の主旨で，「科学教育研究」第 44 巻第２号での特集を企画します．研究論文，

総説・展望，資料，プラザ，全ての種別の原稿を募集いたします．ふるってご投稿のほどお願い申し上

げます． 

 なお，投稿規定により，「科学教育研究」への投稿論文は，筆頭著者が日本科学教育学会の会員である

必要がありますので，その点ご注意ください． 

編集委員長 二宮裕之 

特集編集部会長 磯部征尊 

記 

特集名：「社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価」 

 文部科学省の「Society5.0 に向けた人材育成 ～社会が変わる，学びが変わる～」によると，我々の

日常生活は，IoT やロボット，人工知能，ビッグデータ等の先進技術の急速な進歩と共に，多種多彩な

科学技術と共存していく新しい時代，Society5.0を迎えようとしている．同報告書では，我々人間が AI

等と共存していく社会においては，人間特有のスキルやテクニックを発揮しつつ，AI等を使いこなして

いくために，「文章や情報を正確に読み解き対話する力」や「科学的に思考・吟味し活用する力」，「価値

を見つけ生み出す感性と力，好奇心・探求力」が共通して求められることを指摘する．このような力を

育むためには，語彙の理解及び，文章の構造的な把握，読解力，計算力・数学的思考力等の基盤的学力

の定着重視と共に，社会に効果的に適応できる資質・能力の習得が喫緊の課題である．つまり，唯一答

のない課題と向き合い，適切な問いを設定し，必要な情報を入手し，他者と協働しながら最適解を導く

能力を育成していく必要がある．変化の激しい時代を生きるためにも，子供たちが新しい知識やスキル

を身に付ける自己学習力を身に付け，社会に効果的に適応できる自立した生涯学習者になることが大切

である． 

 このような背景を踏まえ，本特集では，特集テーマを社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と

評価とし，幅広く投稿を求めることとする． 

 本特集は，社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価をテーマとし，以下の研究領域の論文

を募集する． 

 ・科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価に関する総説 

 ・科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価に関する理論的研究 

 ・科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価に関する理論を踏まえた実践

的研究 

 ・日本及び，諸外国における科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と評価を

対象とした比較研究または，事例研究 

 ・ICT を活用した科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力の育成と，その有用性の検

証に関する研究 

 ・その他，科学教育における社会に効果的に適応できる資質・能力に関する研究 

特集のお知らせ（再） 

編集委員会だより 
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特集編集部会の構成メンバー  

部会長：磯部征尊（愛知教育大学）  

特集編集部会委員：大貫麻美（白百合女子大学），北澤 武（東京学芸大学），坂本美紀（神戸大学）， 

島田和典（東京学芸大学），鈴木誠（北海道大学），隅田 学（愛媛大学），中川裕之（大分大学）， 

中原久志（大分大学），舟生日出男（創価大学），松浦拓也（広島大学），村山 功（静岡大学）， 

山下修一（千葉大学）など 

 

事前申込締切：2019年 8月 31日 

＊ 査読プロセスを円滑に進めるため，特集はオンラインでの投稿前に「事前申込」を設けております．

投稿を予定している方にはたいへんお手数ですが，著者名・所属，タイトル，論文種別，E-mail ア

ドレス，電話番号，連絡先住所を jsse-hen [atmark] nacos.com までお送りください．事前申込を

されないで投稿を希望される場合は，その旨をご連絡の上，投稿締め切り(9/30)までにご投稿くださ

い． 

 

投稿受付開始：2019年 5月 1日 

投稿締め切り： 2019年 9 月 30日 

＊ 特集に投稿する場合は，投稿システムの「手順 6: 設問」画面の「掲載号」で「特集号」を選択して

ください． 

 

発刊予定：2020年 6月 

 

投稿論文の取り扱い 

本特集の刊行までに採択されない投稿論文については，一般論文として査読を継続いたします． 

 

 

 

 

前回（2019年 3 月 16 日）以降，この間に編集理事会は開催されていないので，「科学教育研究」編

集状況の報告のみとする． 

 

1．新規投稿論文（2019.3.1～2019.5.31）：36編（内訳：和文 36編，英文 0編） 

2．査読中論文（2019.5.31 現在）：39編（内訳：担当編集委員選定中：0編，査読者選定中：1編，査読

中（1回目）：10編，担当編集委員による第 1審総合判定中：4編，改訂稿待ち：18編，査読中（2回

目）：5編，担当編集委員による第 2審総合判定中：1編，編集委員長による最終判定中：0編） 

3．掲載決定論文（2019.3.1～2019.5.31現在）：7編（内訳：研究論文 5編，総説・展望編，資料 1編，

プラザ 1 編（通算合計 43-2：4編（通算 13編）43-3：3編（通算 3編）） 

 

次回，2018 年度第３回編集理事会は，2019 年 6 月 16 日（土）12:00～13:00，場所は内田洋行新川

第２オフィスを予定している．  

「科学教育研究」編集状況報告 



－ 28 － 

 

 

 

（2019 年 5 月 31 日現在） 

 

  

和　文 英　文 和　文 英　文 掲載不可 辞退

4 (41-3) 0 (41-3) 0

0 (41-4) 0 (41-4) 0

1 (41-3) 0 (41-3) 0

1 (41-4) 0 (41-4) 0

0 (41-3) 0 (41-3) 0

3 (41-4) 0 (41-4) 0

2 (41-4) 2 (41-4) 0

0 (42-1) 0 (42-1) 0

0 (41-4) 0 (41-4) 0

0 (42-1) 0 (42-1) 0

1 (41-4) 0 (41-4) 0

1 (42-1) 0 (42-1) 0

2 (42-1) 0 (42-1) 0

0 (42-2) 0 (42-2) 0

1 (42-1) 0 (42-1) 0

1 (42-2) 0 (42-2) 0

1 (42-2) 0 (42-2) 0

0 (42-3) 0 (42-3) 0

4 (42-2) 0 (42-2) 1 (42-2)

0 (42-3) 0 (42-3) 0

1 (42-2) 0 (42-2) 0

3 (42-3) 0 (42-3) 0

1 (42-2) 0 (42-2) 0 1 (42-2)

3 (42-3) 0 (42-3) 0

3 (42-3) 0 (42-3) 0

0 (42-4) 0 (42-4) 0

1 (42-3) 0 (42-3) 0

1 (42-4) 0 (42-4) 0

6 (42-4) 0 (42-4) 0

0 (43-1) 0 (43-1) 0

9 (42-4) 0 (42-4) 0

1 (43-1) 0 (43-1) 0

0 (42-4) 0 (42-4) 0

1 (43-1) 0 (43-1) 0

0 (42-4) 0 (42-4) 0

1 (43-1) 0 (43-1) 0

1 (43-1) 0 (43-1) 0

0 (43-2) 0 (43-2) 0

0 (43-1) 0 (43-1) 0

5 (43-2) 0 (43-2) 0

0 (43-1) 0 (43-1) 0

4 (43-2) 0 (43-2) 0

2 (43-2) 0 (43-2) 0

0 (43-3) 0 (43-3) 0

2 (43-2) 0 (43-2) 0

1 (43-3) 0 (43-3) 0

0 (43-2) 0 (43-2) 2

2 (43-3) 0 (43-3) 0
2019年   5月 7 0 39 0 5 0

2019年   3月 11 0 28 0 4 1

2019年   4月 18 0 39 0 4 0

2019年   2月 2 0 24 0 1 0

2018年  10月 14 0 26 1 2 1

2019年   1月 8 0 27 0 4 0

2018年   8月 6 1 30 1 6 0

2018年   9月 4 0 16 1 7 2

2018年   5月 5 0 35 0 8 0

2018年   3月 15 0 37 1 3 1

2018年   4月 14 0 42 0 4 2

2017年  11月 5 0 28 1 3 0

2017年  12月 9 0 27 1 8 0

新規投稿論文数（編） 掲載決定論文数（掲載号）

和　文

掲載不可論文数招待論文数（掲載号）審査中（編）

和　文 英　文英　文

2017年   6月 4 0 18 1 4 0

2017年   7月 3 1 16 2 3 0

2017年  10月 15 1 27 1 3 0

2017年   8月 2 0 11 2 4 0

2017年   9月 9 0 15 0 2 1

2018年   1月 7 0 27 1 5 0

2018年   2月 7 0 30 1 3 0

2018年   6月 6 0 35 0 3 0

2018年   7月 6 1 35 1 3 1

2018年  11月 5 0 24 1 6 0

2018年  12月 4 0 26 1 1 0

「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況 
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp 

□ 事務局    中西印刷（株） 学会部  内     ＴＥＬ：075-415-3661   ＦＡＸ：075-415-3662 

                                           E-mail：jsse [at mark] nacos.com 

                                           〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）         ＴＥＬ：075-415-3155   ＦＡＸ：075-417-2050 

                                           E-mail：jsse-hen [at mark] nacos.com 

             中西印刷（株） 学会部  内     〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

  郵便振替口座：00170-6-85183  日本科学教育学会 

  銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店  普通 2269008  日本科学教育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会からのお知らせ  
 科学教育研究レター第 243 号をお届けします．一般社団法人日本科学教育学会の広報活動に

ついてお気づきの点などがございましたら，学会 Web サイトにある「お問い合わせ」をご利用

のうえ，お知らせください． 

 

担当理事： 舟生日出男（創価大） 谷塚光典（信州大） 

委    員： 久保田善彦（玉川大） 益川弘如（聖心女子大） 竹中真希子（大分大）

 縣  秀彦（国立天文台） 加納寛子（山形大） 島田和典（東京学芸大）

 高橋  聡（東京理科大） 

幹    事： 辻山洋介（千葉大） 石﨑友規（常磐大） 
 

一般社団法人日本科学教育学会          Japan Society for Science Education 

科学教育研究レター編集 日本科学教育学会広報委員会 


